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心 の 糧
十二使徒評議員会会長代理

スペ ンサ ーW.キ ンボ ー ル

百万の人々が愛する者の棺を前にして繰返 し尋ねてきたのは,ヨ ブと同じ次
何
の質問 であった。｢人 が も し死ねば,ま た生 きるで しょうか 。｣(ヨ ブ14:14)

これ に対 して,人 はまた生 きる とい う答 えが無数 の人 々に与 え られ,天 の露 の ごと

くに豊かな平安が訪れ てい る。 そ してその平 安が,い くたびか悲 しみ に疲 れた心を

や さ しく慰 めて くれた。

静かな平安 がなげ き悲 しむ心 に新 たな喜びの確 信を もた らした時 に,そ の無数 の

人々は主 に愛 された ヨブと共 に次の よ うに言 うことがで きた。｢わ た しは知 る,わ

た しをあがな う者 は生 きて お られ る,末 の日に彼 は必ず地 の上 に立 たれ る。 わた し

の皮 のう じが この体を滅 ぼ したの ち,わ た しは肉 にあ りて神 を見るであ ろう。 しか

もわた しのこの目で見 るで あろ う。 ……｣(欽 定訳 ヨブ19:25-27)

ヨブ はその証が次代 の人 々に読 まれるべ く書物 に記 され,石 に刻 まれ ることを望

んで いた。 ヨブの望 みはか なえ られ た。 なぜ な ら,彼 の強 い証 を読 む時,多 くの人

々の心 に平安 が もた らされて きたか らであ る。
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今 月 の 表 紙

今月の表紙は獣と鳥の創造をあら

わした新しい絵の一部である。これ

はスタンレーW.ガ リーによって

描かれ,他 に五枚の絵が今月号に載

せられている。これらの絵は ミズー
一__

リ州,イ ン デ ペ ンデ ンス の訪 問 者 セ

ン ター を は じめ,各 地 で 使 わ れ る こ

と にな って い る。
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っている。私はそのような責任を負 って下さった私

の両親に深 く感謝 している。

2.神 とイエス･キ リス トに対する確固たる信仰

神を信んずることは,個 人個人のものであること

は言うまでもない。それはあなたがたのものである

と同時に私のものであり,実 際には心の底か ら湧き

でるものにちがいない。この意味で,私 はキ リス ト

への信仰,す な わ ち人の宗教 と目標を決める信仰

を,世 の中で最 も大切なものとしているのである。

それは行動を促す力であり,人 間の生活においてあ

らゆる原動力となるべきものである。

ナザレのイエスを神の御子 として受 け入れ る者,

イエスが'今日も生きたまい,世 に影響を及ぼしたも

うことができると心から信んず る者にとって,キ リ

ス トの教えと同じくキ リス トの人 となりもまた現実

のものとなる。

3.自 然の中にあらわれている神の賜物を享受する

能力と機会

創造されたあらゆるうつ くしい も の は,た だ眺

め,求 めるためのものではな く,私 自身のものでも

ある。私は南海の水 と陸地のすば らしい色彩,植 物

の生き生 きとした色合,動 物の生態を見たことがあ

る。私は教会の責任を通 して六つの大陸を訪れて,

人間に対する神の豊かな恵みを見た時に驚 きの目を

見はったものである。

私はユタ州ハンツビルの我が家の農場で,私 の息

子たちに真直 ぐなうねをひき,苗 床の適切な準備を

し,良 い種をまき,穀 物の新芽を見守ることを教え

ながら,胸 のときめきを覚えた。私の父が私に教え

たと全 く伺 じに,息 子 た ち と並んで作物の世話を

し,一 つ一つのさやが充分に実 っているかどうかを

調べ,収 獲へ と黄金色に変 りゆ く畑を眺め,刈 入れ

をしたもρであ筍っ拓.,

ル 畢 に満ち冬家肇鴎係一 愛する人と誠実な友

轡ゲ人の友を持つ者でさえ富める者であるのに,私
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(

には真実で誠実な友が多い。

幸福に至る道を選んで しあわせになるのは人の特

権である。幸福になるまことの基は家族 と家庭の中

にある。家庭は愛によって永遠のものとされる。快

い満足感にみた され た 永遠の家庭は国家の力であ

る。 しあわせな個人個人が私欲をはなれて生活 し,

喜んで分かち合 って こそ,家 庭は幸福な も の とな

る。みちた りた,平 安な家庭が平和な発展の地域社

会を作 り出し,こ のような地域社会がこぞ って平和

な繁栄する国家を築き上げるのである。

規律正 しい,よ くおさめられた家庭により現代文

明は永続する。

人生の全盛時は,肉 体を清 く保ち,心 身の感覚を

とぎすまし,あ らゆる善いもの美 しい ものを認める

時 にある。すなわち,神 が与えたもうたあらゆるも･

のを喜ぶことができ友を持ち,ま た友とな り同時に へ､

家族を持つ時に存在するのである。

･5.キ リス トの教会で有益な奉仕をする機会,と り'

わけ,親 切で愛にみちたもう天父が,心 から求める

者すべてに,よ き導きを与えたもうことを知ること

人生で最 も価値のある召 しとは,人 がその向胞に

最 も仕えることのできる召 しである。

人生で最 も気高い目的 とは,他 人の生活をより良

く,し あわせにしようと努力することである。我々

が この世を去 る時,た ずさえて行 くことのできる二

つのものは,奉 仕と人格だけである。末 日聖徒イエ

ス･キ リス ト教会をおいて他 に,こ れほど効果的に

奉仕できる組織を思い起 こす ことができるであろう

か。 しか し,実 際には,我 々は謙遜で真剣な祈 りに

より,天 父のお助けをつねに求めねばならない。天

父はこの地上における教会の業 と主の僕としてそれ

を行なう我々に深い関心を寄せておられる。これら

とその他数々の祝福のために,私 の心は 感 謝 に 満 へ

ち,大 いなる喜びを表わす次第である。
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宇宙の生命

｢半世紀前まで,科 学者は地球のような他の惑星 に生物の

存在する可能性はほとんど無 に等 しいと推論 していたが,今

や我々の銀河系には10Q億 の惑星を持つ恒星があり,全 宇宙

には100億 以上の銀河系外星雲があろうと考えられている。

数年前まで,科 学界はこの可能性を否定 していた。 しか し,

現在,科 学者はそれ らの惑星のい くつかには理性を持 った生

物が存在 していることはほとんど確実だとしている。そ して

電波望遠鏡でそれ らの生物から送 られて来 る合図を待ち受け

ている。｣ブ リガム･ヤ ング大学物理学部長,ジ ョンH.ガ ード

ナ～

｢今 日の科学界では,宇 宙のどこかに理性を持つ生物の存

在 しているであろうことが信 じられている。事実,科 学者た

ちは,そ れ らの生物からの発信音を聴取する方法の発見に取

り組んでいる。 もし,科 学者が我々よ りも秀れた社会を持つ

理性ある生物の存在を信 じることができるとすれば(モ ーセ

7:30,36参 照),体 を持ちたもう神が存在 し,神 の形 にか

たどって我々が創造され,な おかつ神は我々すべてよりはる

かに秀れておられるという我々末 日聖徒の論理が決 して空論

ではないということを信 じられよう。｣

クリーブランド州立大学化学部 アールM.モ ーテンセン

地球の創造

｢太陽系の創造が着手された時,星 と星 との間の宇宙空間

にある希薄なガスか ら広大な冷たい雲が形成 された。その雲

の比重は高 く,.互 いの引力が影響 し始めて雲は回転 し,そ の

結果円盤形になり,多 くの小さな雲 に分かれ,太 陽系の中心

にある太陽 と共に惑星を形成 した。 この時,『 地は形な く,

むなしく,や みが淵のおもてにあった。神は｢光 あれ｣と 言

われたσす ると光があった』太陽は絶えまない収縮作用によ

り熱せ られ,輝 き始あた。太陽は地球を照 らし,『 光とやみ

とを分けた』(創 世紀1:2～4参 照)

太陽の放熱により,地 上での生活が可能 になるが,そ の太

陽は,非 常な出力を持つ火焔状のガス球で,毎 秒400万 トン

以上の放射物がある。 しかも太陽の貯蔵エネルギーは莫大で

あるため,現 在の調子で100億 年間の放熱が可能である。

地球は固体あるいは液体 として形成 されて間 もな く,太 陽

によって熱せ られ,地 殻の放射能はほとんど(お そ ら く全

部),大 気中ヘガスと共に消えた。その後,:地 球が冷却される

1ao

に従 って,ガ スが地殼や地殼 内部 か ら放 出 された。地球の周

囲 に残 っていた ガスはやが て冷却 されて大気を形成 し,あ るへ

い は雨 となって降 り注 ぎ海 を形成 した 。｣イ ンディアナ大学天'

文学部,ポ リスR。 ジョンソン

｢地球の形成に関す るいくつかの科学理論に共通 して言え

ることは,惑 星ははじめに,『 形なく,む なしく』あったで

あろうということである。創世記に創造の次第が記されてい

るが,こ れは科学的論点 と一致 している。すなわち,大 空を

造るに十分な大気があり,地 殼の水か ら大気の水蒸気が分離

し,太 陽,月,星 が見えるように,し ゃへいしていた雲が縮少

し,植物が成長し,魚,鳥,家 畜が創造 された後,人 間が造 られ

た。｣ワ シントン州立大学園芸学助教授 ダーレルR.ビ ーンッ

｢地球は,気候の移 り変わりを促 し,生命を維持す るに必要

なエネルギーを受ける上で,太 陽か ら理想的な位置にある。

しか し,太 陽のエネルギーが突然燃えあがったとしたら,人

間は焼け死ぬのを免れ得 る位置 にあるか といえば,そ うでは

ない。地球は軸を中心にしてほどよい速度で自転 し,人 間や

他の生物の活動 と休息 に適度な長さの昼と夜を造 り出してい《 ㍉

る。けれども,規 則正 しく日や年が移ること以上に注目すべ

きことは,軌 道面に対する地球の自転軸の傾斜である。軌道

面に対 して地軸が23.5度 傾斜 して太陽の周 りを公転するよう

組み立て られていることによりゴ四季が必然的にもたらされ

る。 この傾斜がないと,赤 道は極端な暑さに,極 地は極端な

寒さに見舞われ ることになるであろう。』 アリゾナ州立大学地

理学助教授 メルヴィンJ.フ ロスト

光

｢聖典に数多 く光に関する記述があるのは私にとって驚き

に価するところである。神はこの驚 くべき実体についての完

全な意味を理解 しておられる。人間はこのわけのわか らぬ現

象に含まれるいくつかの秘密を解 くのにかなりの時間を要 し

た。ニュー トン,ア･fン シュタイン,デ ブロイ,マ ックスウ

ェル等は,こ の問題 と取 り組み,こ れを基礎にして現代の量

子力学が確立されたのである。｣テ キサスA&1大 学保健衛生学

部長 エル ドンD.ブ リンレイ

醐触
､

水

｢自然の作用において水ほど重要な物質はない。自然界の
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溶剤として水の上 に出るものはない。水は地球の無機成分か

ら植物の栄養素を分解 し,生物の細胞の有機成分,無機成分を

分解する。水の溶解作用が無いとしたら生命を維持す る作用

は止まって しまうであろう。水は気温を急変 させずに熱を吸

収あるいは発散させ る秀れた力を持 っている。 このように,

気候をやわらげる作用をするのである。他の物質は結晶する

時に収縮す るが,水 は膨張する。 その結果氷は湖や川の水面

に浮き,絶 縁体の役割を果た して,水 中に住む生物を氷結か

ら保護する。あ らゆる液体の中で,水 の沸点は非常に高い。

沸点が低いならば,水 蒸気が大気に充満 し,太 陽の熱線を吸

収 して しまうであろう。いかなる物質 も水 に代 って生物の必

要を満たす ことはできないのである。｣パーデュー大学土壌化学

i教授 フィリップF.ロ ウ

｢水 が液体 で存在 してい ることを考 えてい ただきたい。 こ

の状態 は,太 陽系の広い温度区域 の うち,わ ずか の区域 に し

か存続 しえず,な おかつ,生 命 はこの液体が ない と存在 しえ

ないのである。｣ウ ィスコンシン大学地質学,地 球物理学教授 デ

ビ ドL.ク ラー ク

土壌

｢土壌は単なる不活性粒子や機能を停止した有機物の集合

体ではない。土壌の骨子を構成する大きな泥や砂以外に,土

壌は粘土粒子で構成 されている。これ らの粒子はほとんど拡

大鏡で しか見えない大きさではあるが,単 位重量あたりの表

面積は非常に大きい。粘土粒子の表面は水を強 くひきつけ,

その結果,植 物の根の吸収力以上の雨水が流失す るのを防い

でいる。 しか し,こ れだけではない。他の無機成分とは異な

り,粘 土粒子は負電荷を帯電 して形成 されるのである。この

負電荷は植物の正電荷を帯びた栄養物をひきつけ,水 の浸透

により栄養物が土壌か ら吸い取 られるのを防いでいる。土壌

はまた微生物 に富んでいる。これ らの微生物は有益な役割を

果た している。つまり,秋 の堆積を分解 し,分 解 された堆積

に蓄積 レて植物の結実を助け,結 局植物は堆積を生 じる。そ

の過程で,腐 植が土壌に加えられて粒子が合体し,水 と空気

の浸透を可能 にす る。｣パ ーデュー大学土壌化学教授 フィリッ

プF.ロ ウ

植物

｢も し,植 物や花が無かったら,空 気中の酸素は何十年か

122

でなくなり,我 々は死ぬであろう･現 在･空 気中}こ酸素鱗 へ

るただ一つの理由は,人 間が空気中か ら取って しまった酸素

を植物が再生す ることである。植物はこれを光合成によって

行なう。また人間の身体に有害な雑草でさえもこの光合成を

行な う。さらに植物は光合成 によって太陽エネルギーを捕え,

我々の食べる食物にそれを注入する。他の生物 と同 じく我々

の身体は生存するために絶えずエネルギー源を必要としてい

るが,こ れがエネルギー源である。事実,我 々の食べる食物

を構成 している化合物 も空気中の炭酸ガスか ら誘導され る。

植物はこの炭酸ガスを吸収 し,シ ョ糖が合成される。｣カンサ

ス州立大学生物学助教授 ジェームスA.ゴ ス

｢植 物 の種子一つ をとってみて も
,今 まで多 くの考察を試

みて きたに もかかわ らず,依 然 として不可解 ななぞで ある。

生 ある ものが,遺 伝子 を決 定 し,生 命 を凝縮 し,活 動 を停止

した後,再 生 す るとい うことは,い か に鋭 い頭 を もって して

も不可 能で ある。｣ユ タ大学医学部産婦人科 マックスL.ス ウ

ィー ト

'へ

動 く生き物

｢家畜という言葉は,反 すう(こ れにより反すう動物 は人

間には消化できない繊維質飼料を処理,消 化する)を する種

か ら驚 くべきほど多様の種類に至るまでの奇跡 とも百うべ き

意味あいを持 っている。この種類については,人 間にとって

各種の環境,時 期,特 定の目的が必要なことにも応 用 で き

る。たとえば,ス コットランド高地の羊や他の種類の羊は,

烈風地,寒 地,飼 料の乏 しい地にも順応してきた。 ジーブー

種は熱,乾 燥,昆 虫 に強い。大きい牛は人を乗せて大河を渡

り,水 牛はインドや東洋で稲田を耕 している。草原の王者ア

メリカ長角牛は,近 代農耕により牛が不必要になるまで,保

護に人々の心血が注がれたが,そ の後,乳 牛が人々の母 とな

った。 もし家畜がいなかったら,我 々はどうなっていただろ

うか。｣北 ダコタ州立大学獣医学部助教授 ジョージE.ス テイ

プルス

｢最 も下等な蝿から複雑な脊椎動物にいたるまで,神 経組

織の中に,神 経の機能を完全に果たさせ,神 経繊維や神経麺へ

胞接合部(シ ナップス)の 複雑な組織を通 して体の一部か し

他の部分への情報経路を働かせる,秩 序だった精密な構造が

ある。全生物に共通 している基礎現象は,各 々がその領域で



驚躍

難

麟鎌
§

霞麗継

謹1

蕪繍嫉ま

織恥轟灘鹸㍗讐

瀕

磯

.

竃

監

軸

嚢蕊欝

羅､

騨欝

鞭
鞭
ー

セ

禁

{

幽灘

婁

畔
晦
諸
鯉
鮒

轡

量

訟

縛

誤

転

礁
瞬
績
捨
蹴

､悔
講

謙 瓢

霞
簿

馨
ー

鱗

編

竈
織

騒

･
鋳
馨

慧

藻

虜

睦

瓢

儀

齢
灘繕

輻

懸

繋繍

撫
灘

･

ご欝

欝

襟

欝

購
懸
灘
,轡
撫

額

_噸1欝･ ㌔

甑癒

坤.
∴

㍉
藤

汽
ぐ

F

&

㌧

∴
灘

奪雪

職畑詮▲鑛義

醸一轡。嚢㍉

礁蜘
触

･､駄

轟熟轟串隔

い唖乾

ぬや

㌻♂『喉 3讐よ㎏

窪㍉

窮㌧。､ぎ,･㍉

撫議罐
畷爆
難

縫璽

灘

鷺籍

欝

ノ

1磯獄
へくや

齢叫酵

燭

臼蕾

鮮唾i彗P

霧が醸1鯨
毒

爵
乱

葦

購
華

説

睾

舜

!㍉…･

轟維層炉壽

璋麟

胤
"

～ヨ撫･
『忠

く･
岩

,

ピ

4

餐

湘

鴇細

睡

糊

耀
li,l

/

畿

ズ繍1､ 柵罐

繍

蝿網欝欝
遍賑

…

㌔

際

雛

離

灘
無

献

∵灘
デ醸

瓶塊1 燕黛

ト

醜　1･急瀞㌦ρ

調

謙

｣

ー

恥
爵

残

由

轄f

朝ii

封
亀i

帖
監碁渉

鵡尋β
{ず軒

逃恕
概講､,l li匙鷹融L

一一礁
炉

必ぎ

rケ

ジ㌧･

蕗ii画､

博鍔

曝

蟹
畿

慧
畢

B

e

筑

押

ギ

,

･

葦

毫

溢

譲
麟
鵠

し

亀

♂声｢
弊

膏

…

檬講

ド

轡讐織毒

誌継　!灘

と炉

;i

櫓

i.7Ta.C,

奪

導

詠

…
賠
肇

緯

羅

蕪
㌃

膵

ー
露
導

～

夢

華

誓

ー

嶺

…

毫
メ

ー}

瞬

ー

ゴ

嘆

職
嘘

､
､
∵
灘
纏

岬徽

毒

巷

…

し
騨

`

…

罫

汽

囲
為

琳

断
一
繍
諮
瀞
麟
灘

鷹

難

ゼ

～

ー

…

乱
了
…

薙

ー

,難

｣

…

渓
ー

等

聾

…
統

鼻

ーー

-
細

葬

ー

諦

旨
毒

津

等

窪

脚
多

亀
…

巽

～

詳

可 『

旨

謹

転
い
!

琵
顛

津

争

♂

嘱

『

∵

,･
辱

毒

ー

ず

陣

触
螺

輪

ー

礼

㌔

ー

3

貸

㌻

遜

職

鱗

構♂｣

レ
ゴ

垂
.門

シ

, 琵

峰

頻

ー

葺

薦

『

…

酪
㌧

吟
試

サ

ヤ

4

㌦

臨
伊 『

病
し

争
鐸

舞

ー
》

壷

喚

ー…
誤

ー

㍉

ー

ー

壁

等

霞
γ

･

弄

嘲

㌧ 臼
F

嵐

鷲
勘
鹸
鍬

頭騨

惣

｢
'

瀦
､鴇
擬

鰍羅

瓶

-

牝

脱
,臨
{
声

¢

ギ

､

-
自

曝

を

≒暴

…

…
賎

…
㍉

蟹

離

'

壽髪

ー
㍉

ー
ー

ー
ド

h

碧

野

壷

葦

享

痺

｢

Ψ

去

"

幣

葦

玉

尭

鹸
弓

ー

娠
阪

.
､
汐

晒
鞍

溌

♪

み

ぎ

覧

癌
㌦
㌦
騨

｢

転
ギ

ぎ

戸

麟

.
ー
,

ξ
㎡
憂

ξ

臣

ε

嘉
議
黎

鋒
㌦

ー
蓼

禽

畷

♂
陸

ぎ

㍉

醸

ー

や

輸
､

帖
腰

穰

牛 ㌔

㌔

夢
横

叉

}

タ
ギ

簸

塙

脚
転

瞬
爵

喉

舜
…

蟄

β "

毒

轟

†

p

。ず

く
藩

》
､

雛
鶴
獣

盛

臥

浮

蕊

轟

門

蚕麺
《

鮮

㌃

…
寡

嚇

触

匙
鑓

ー
㌔
謹
藩
醤
ヨ

サ

㍉
}

¥

､
諮
騨

}

癬

聯

,

簑

キ

◎

芝嫡

,

繋

酷 醜

噂

{虞

モを

蝕1ド
や

糠
蹴
㌔
ヂ

藤
爵轟

撫

急

○

鼻

●

'

､ ㍉

レ

轟

へ

～
縛
～

亭

賭

ト

犠

､

纏
鵬
欝
喉
蜘

躍
控

!蛍
鱗:齢 輩1㌶
響･逮

暁･

ξ

y

ン

･メ縮
メ

騨

(9～εL再噂ノ

コη(き二l

G暑=?鍛豪便(斗二l

G号?酉母平3】由と

コ'η(ヨニ1仔多=P》

dr?=¥:⑦身‡…}由と4

η皐=?つ首ユ首畢

平⑦身‡…}由孝コ'c-1準

【〔z平=P9ゑ。=¥η(才

雲?｢1非1翠平｣剰由孝

(罷⑦里古)乙



完全に適合していることを物語っている。｣初 ノィ大学昆虫

学部長 ジョセブ･ラ ーセン･

｢私 は長年動物の観察と研究に携わってきたが,各 々の動

物に深い印象を受けた。動物の王国の創造を支配する御手が

存在 したことを確信 している。ある種類は他を治めるように,

それぞれが偉大な計画の中にそれぞれの位置を持っている。｣

カリフォルニア大学動物栄養学者 グレンP.ロ フグリーン

にも勝る複雑な感覚を持ち,星,地 球,動 植物,大 洋を見,
'調転､

現 象に好奇 心を持 ち,現 在 の人知 では測 り知 れない神 を考 え

る。｣ユ タ大学医学.部産婦人科 マックスL.ス ウィー ト

｢あ らゆ る酵素 ,細 胞,器 官 には,特 定 の働 きが あ り,健

康 な時 には,そ の働 きが一定 してい る。 さ らに,機 能が故障

した場合,体 のほ とん どの器 官は,援 助 または代替 の道 を備

えて い る。｣北 オハイオ大学薬学部教授 デビ ドM.ス チュアー ト

動植物統合機構

｢最近,我 々は生物社会を生態系として考えるようになっ

た。生態系 とは,光 や水以外は多かれ少なかれ,自 給 自足で

きる系のことをいう。動植物は非常に複雑な方法で相互依存

している。 この意味で動植物は,一 つの機構に統合されてい

る。多くの機構の栄養素は窒素,り ん,カ ルシウム,カ リウ

ム等に限定されている。栄養素や化合物が地球生化学的に循

環して,こ れ ら元素を生態系の各 レベルにバランスよく行き

わた らせることができる。植物はある種類の動物の食料とな

り,そ の動物は他の動物の食料になる。生態系代謝とは,植

物が生産を続けるための循環を行なわせることを意味する。

栄養物が一群の生物に貯えられるために,生 態系代謝がとま

るとしたら,植 物 さえも死んで しまう。 これ らの現象から,

創造 された世界にとって,死 は不可欠な要素であることが判

る。人間の生命 もまた,他 の生物の死がなければ存続 し得な

い。｣ロ サンゼルス市カリフオルニア大学植物栄養学教授 アーサ

ー 。ワーレス

人間

｢我 々が生 きて いて ,肉 と血 か らな る肉体 の能 力で毎 日経

験 してい るとい う事実 が無 か った とした ら,我 々 のような生

物 が存在 し得 ると考 え ることはで きまい。我々が まさに存在

し,す ば らしい特質 を持 ってい ることは疑い もな く事実 であ

るか ら,天 父 もこれ らの属性を持 ち,我 々が現在持 ってい る

以上 には るか に高 め られ た他 の特質 を持 って お られ ると容 易

に想像で きるはずで ある。｣ク リーブランド州立大学化学部 ア

ールM .モ ーテンセン

｢人 は60兆 の生きた細胞から作 られた体を持ち,細 胞か ら

各機関を構成 してカラーテレビよ りも完全な状態で物を見る

ことができ,ま た動き,形,視 野およびいかなる秀れた機械

1z4

｢人 は一人で生 きてゆ くことはできない。他人と結束しな

ければならない。最初に妻と次に子供達 と結ばれる。また,

教会,学 校,自 治体,経 済機構等の社会団体を他の人々と共

に作 る。 こうして,人 はこの地球上で単に生 きてゆくだけで

な く,自 分の全能力を伸ばしてゆ くことができるのである。

エデンの園で神は生 きてい く上で必要 な規則を人に与えられ

た。後に神は,生活を営んで行 くための原則を与え られた。こ

れ らの標準により,人 は規則が悪い場合に起 こったであろう

無秩序や混乱を避けることができた。'入はなおも,平 和な社

会生活をもたらすために最 も良 いと思 う規則を作 り続けてい

る。｣ブ,ガ 。.。 。グ大学社会学部 。。一ムスT.デ_(､

安 息 日

｢主 にとって安息 日はいかな る意 味があ るのか,私 は推 し

測 ることがで きない。 なぜな ら,私 は,主 は聖い方で あるが

ゆえ に,す べて の日が主 に とって聖 日で あろ うと思 うか らで

あ る。 しか し,創 造主が人 のために第七 の日を聖 めた まい,

『安息 日を覚 えて,こ れを聖 とせ よ』(出 エ ジプ ト20=8)

と人 に命 じられ た ことは,そ れで我々 にとって十分 な意味 が

ある。人 は地上 で生存競 争 に明 け暮れて いなが らも,創 造主

を忘れて はな らない。 また神のすべて の創造物 と 自分 との関

係 も忘 れてはな らない。 それゆ え,安 息 日は人 に生命 の泉 を

思 い出させ,敬 うための休みを与 え,同 胞 や野 のけ ものに さ

え もあわれみ深 くあ らねば な らない ことを気 づかせ る日であ

る。｣ユ タ大学学生部副部長 ロウェルL.ベ ニオン

宇宙の秩序と法則の応用

｢我々は聖典により神は秩序の神であることを教え られて
瀕闇緊
､

い る。(参 照 アル マ42:22,教 義 と聖 約88:36～38,42,

93:30,130:20～21)神 は 律法 と原則 に従 って生 活 して お

られ る。 もしそ うでなければ,神 は神た ることが できな く,
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行動には一貫性が無いであろう。それでは,神 が秩序正しい

過程を経てこの地球を創造 されたことを科学的方法 によって

解明できるといってもさほど驚 くに足 らないであろう。聖書

と高価なる真珠には創造の概略が記 されており,こ れは,現

存のガスが凝縮 されて地球ができたという科学上の知識と全

般的に一致する。その後,秩 序立った進歩に従えば,現 在人

の住んでいるような状態をもた らすことが必要だった。そこ

に植物や動物が,そ して最後に人が栄えたのである。｣クリー

ブランド州立大学化学部 アールM.モ ーテンセン

｢聖 典 に見 られ る創造 の説 明では ,神 は努力 して宇宙を動

か し,形 と秩序 を作 った ことが一貫 して強調 されてい る。 ア

ブ ラハム書 の記述 では,神 の行 な った創造 の 業 を｢組 織 す

る』(ア ブラハ ム4;1)と い う美 しい言 葉で述べてい る。 こ

の意 味は,も し神 の力がな ければ宇宙 はやがて時が来 た時形

のないむな しい もの に返 って しま うとい う意味で ある。 これ

は万物 に共通 して言え ることなので,詳 細 につ いては物理科

学で証明済みで ある。｣ワ イオミング大学化学部助教授R.オ

ーエン アスプランド

｢ア ブ ラハ ムは,｢計 画 』について,創 造物が｢従 う』 ま

で 『見 守』 られねばな らなか った ことを述べて いる。(ア ブ

ラハ ム4:18)お そ らく計画を推 し進 めて ゆ くためには非常

な努力 と実地練 習を必要 と したことで あろ う。 これ らの考 え

か ら神が 自然の法則 を扱 い･ま た剣造 に段階 があ り,も し進

化で なか ったと して も(こ れ は非常 に良 い言葉 で,創 造の一

部 を説 明す る言葉で あろ う),原 形 態に応 用が きき変化す る機

構 を組立 てた結果,さ まざまの生物 の形 態を発生 させた こと

を,聖 典 の行 間か ら読 み とることは大 して難 しい こ.とで はな

い。聖典 には 『…草 を地 の上 には えさせ よ｣(創 世記1:11)

と神 が言 われた と記 されてい る。 しか し,人 間 の場合 には,

神 は,『 降 りて｣人 を 『組織』 され た。創造 のすべ ての順序

は非常 に複 雑で ある。創造の出来事 を偶然 とい う言葉 で片 づ

けて しまっては,盲 目的 な信仰 になって しま う。聖書 の最初

の言葉が舞台を完全 に設定 して いる。 『は じめに神 は……｣。｣

ロサンゼルス市カリフォルニア大学植物栄養学教授アーサー･ワ ー

レス

｢生物が単純なものから複雑なものへと規則的に変化する

過程 に関して,遺 伝学 と我が教会の意見すなわち永遠の進歩
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とが一致 してい るところに,私 は 大 きな喜びを おぼえ る。｣
4咲

ワシン トン州立大学園芸学助教授 ダー レルR.ビ ーンツ

確信と証

｢私 は主が天と地とすべてそこにつけるものを造りたもう

たことに何の疑いもない。むしろ科学や宗教で明 らかにされ

ている限 りにおいて,創 造の段階に関 して,我 々がどの程度

の知識を持っているかに疑いを抱いている。科学が一定の段

階を明らかにした時,神 の予言者がそれ らの全段階を明らか

にしている,あ るいはこれまでに明 らかにしてきた,ま.た は

これか らも明 らかにするであろうことに科学者は何 ら矛盾を

感 じないであろう。いつの日か科学が宇宙の法則をある程度

明 らかにする時,知 識人 と信仰厚 き人は両者の意見の間にあ

る外見上の食い違いを問題視す る必要がな くな る に違いな

い。ただ真理が誤 って解釈された場合にしか,論 争は起 らな

いであろう。｣ジ ョージワシントン大学解剖学教授 フランクD

アラン

｢創 造 の時 と方法 に関 して十分 に明 らか にされて いない こ

へとか ら
,へ りくつをつ けた り,混 乱 して いる人達 を,私 は憂

えて い る。彼 らは,神 が 『良 しとされた』(創 世記1;31)

点 を 見失 ってい るか らで ある。我 々には,す べての循環過 程

すなわ ち大気,土 壌,生 態等が良 い状態 を保 ってい ることを

見極 める責任が ある。｣ブ リガム･ヤ ング大学動物学助教授 デ

ビドA.ホ ワイ ト

｢神 の最 も秀れ た創造物 であ る人間は,す べての創造物を

決 して悪用で な く活用 す るよ うに命 じられてい る。 もし,こ

の原則が守 られない とした ら,将 来の世代 は今 日我 々が享受

して い るよ うな恵 み にあずかれな いで あろ う。｣ユ タ州立大学

食品科学部長C.A.ア ー ンス トロム

｢聖 典 に記 されてい る創造 の次第 は,簡 潔 であ り不完全 で

あ るが,基 本的段階 について はほ とん どが記 されて い る。[日

約の予言 者は神 よ りの導 きな くして,創 造 の段階 を見 出 し,

そ れ らを順 序づ けることが できた とは信 じられない。｣宇 宙物

理学者,コ ロラド州ボールダー高緯度観測所,R.グ ラント アセイ

｢実際のところ,創 造 とは今 もなお起 こりつつある進行中

の過程である。r最 初の創造』で用い られたある手法は,遺

飛
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伝子を再結合 させて個人 の特徴 を形成す る肉体的,知 的特性

を伸ばす とい った方法で現在 もなお使 われて いる。 このよ う

に,人 間は皆 似てい るよ うであ って も,個 人 はそれぞ れ肉体

的,知 的 に,特 異な存在であ る。｣ジ 。一ジ･ワ シン トン大学解剖

学教授 フランクD.ア ラン

｢聖 書 は科学書 として記 されたわ けで はない
。 それ ゆえ,

聖 書 に地球 の物理 的法則 がほ とん ど記 されて いな くと も,何

ら驚 くにはあた らないわけであ る。 信仰,希 望,慈 愛,喜 び

同情,悔 改めな どの人間の性質や個人 の進歩 の原則 に比 べて,

天 文学,化 学,数 学,生 物学 については ほとん ど記 されて い

ない。神 よ り与 え られ た経験,記 述,測 定の能力 によって,

人 間 は地球を治 めてい るい くつ かの物理 的な法則を発見す る

ことがで きる。 それ はあき らか に神 が意 図 された こ と で あ

る。 しか し,啓 示 によ り予言者 を通 して与 え られた偉 大な永

遠の真理 は,以 下の言 葉 に耳を傾 け る者へ の信仰 の啓発 とし

ての意味があ る。｢人 々 に もそのとお りにせ よ｣(ル カ6:

31参 照),｢裁 い てはな らない｣｢た ま しいの悔い くずおれた｣

(詩篇34118)｢た といあなたがた の罪 は緋 のよ うであって

も｣(イ ザ ヤ!:18),『 柔 和な人た ちは,さ いわ いである』

(マ タイ5:5)。 これ らの原則 は人 々に導 きと希望 を与え,

我 々の実験室 か ら発せ られ るいか なる ものよ りも意 義 が あ

る。｣ブ リガム･ヤ ング大学植物学教授 ハワー ドC.シ ュ トッッ

｢た とえわずかであ
って も,天 の真理 を調べ,研 究 比較

学習す る人は,お のずか ら天は英知 ある存在 によって創造 さ

れ,人 が わずか の真理 を知 るにつれて,そ の方 の知識や力 の一

面は理解 し得 て も,す べてを知 るとなると人知を越 えて いる

ことを証 明せ ざるを得 な くな る。｣ア イオワ州立大学農学部助教

授 ノーヴァルJ.ワ ー ドル

｢聖 マタイ受難 曲のよ うな大作 を心 に描いた時
,バ ッハ の

心にあった創造力 に,我 々はただ驚 くばか りであ る。 芸術 の

素材,豊 かな表現,複 雑 な構造 を鋭 く見抜 くには,わ ずかな人

々にだけ与 え られ てい る洞察 力が要求 され る。 エ ホバの考 え

を支配す る力 はど うであったであろ うか。計画 を立案 され,

地 球 を造 られ,我 々を この地へ送 られたエホバの洞察力の深

さ,表 現 の豊か さはど うであったであろ うか。地上 におけ る

我 々の経験か ら察 して,人 の子 らにははか り知れない創造 の

力 をキ リス トは持 って お られた。｣ブ リガム･ヤ ング大学作曲家

メリルK.ブ ラッドシャウ

128

｢主任建築家
,主 任運営者としてエロヒムとエホバの役割縢

を見た場合,御 二方は最も高い意味での科学者としてあらゆ

る天体を物理学的,生物学的,社 会学的に運営 しておられる。

綿密な計画,計 画の検討,実 施は,原則と真理に基づいて行な

われ,そ れらは人間の科学の顔色を奪 うばか りか,人 間の想

像をはるかに越えている。｣ブ リガム･ヤ ング大学社会学教授

ウィリアムW.リ ーダー

｢最 も簡単 な生体 です ら
,非 常 に美 しくも,複 雑 を極 あて

お り,多 くの器官 とすば らしい ほどに調和 して いる。 さ.らに

高等 な動物 や人 間を創造 す ることな どは,理 解 できそ うに も

ない。｣デ ラウェア大学生物学部長G.ブ レッド･ソ マース

｢高 温 によ る原子核融 合反 応状 態 にあ る太陽 を和 らげ
,粉

砕 され た岩石(±)か ら草の葉身 を作 り出 し,葉 身 を食用 と

して用 い,人 の肉や思考 の源 とす ることは,い か に人間が模

倣 しよ うと も模倣 で きるものではない 。｣ユ タ大学医学部産婦

人科 マックスL.ス ゥィー ト

想｢何世紀 もの間知識 を集積 し
,目 的 に向 って努力 した結果

今 や人 は心臓移植 に成功 し,人 を乗せて月 に ロケ ッ トを飛 ば

し,回 収 に成功 してい る。我 々はい まだ普通の風邪を なおす

こと もできず,子 葉 が行 な う炭酸 同化作用 と同 じこと もで き

な いことを心 にとめる必要 があ るのではないだ ろうか。 また

らい病 をなおす ことや,我 々の長兄がか つて行 なったよ うに,

死 人を再び生かす ことも我 々はで きないのであ る。｣北 ダコタ

州立大学獣医学部助教授 ジョー ジE.ス ティプルス

｢創 世記第一璋 の創造 の話 を通 じてそれが神の業 であ るこ

との証が繰返 し述べ られ ている。 人は神がいかに創 造の業を

行 なわれたか につ いて関心 を持 った として も,以 下 の聖 句 に

対す る信仰を失 うことはない。｢主 は知恵 を もって地 の基を

す え,悟 りを もって天 を定 あ られた。 その知識 によって海 は

わ きいで,雲 は露を そそ ぐ。｣こ れ らの言葉を信 じ る 者 はだ

れで もこの約束を受 ける。｢そ れ はあなたの魂 の命 とな りあ

なたの首の飾 りとな る。 こ うして,あ なたは安 らか に 自分の

道 を行 き,あ なたの足はつ まず くことが ない。 あなたは座 し

てい るとき,恐 れ ることはない。･･…･こ れ は,主 が あなたの飛

信頼 す る者 であ るか らで ある。｣(箴 言3:19～20,22～24,

26)｣ユ タ大学学生部副部長 ロウエルL.ベ ニオ ン
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6.(生 き物の絵)

神 は海の大いなる獣

と,水 に群がるすべ

ての動 く生 き物 と

を,種 類にしたが っ

て創造し,ま た翼の

あるすべての烏を,

種類にしたがって創

造された。……神は

また言われた,｢地

は生き物を種類にし

たがっていだせ。家

畜と,這 うものと,

地の獣とを種類にし

たがっていだせ｣。そ

のようになった。

(創世1:21,24)

《



墜聡。

鎚
》

聯1

麹

､ 鍵
隙隅 継

ぐ

誼

攣
驚

斡

ハ
醗

.葦
■

鹸

'

獣

憲

闘
総
y
泌

畏
癒

輿

磁

,一'も

｣

i

鳶

ギ_

..

誘

唖

鼠
､1

､紙発㍉

､『ゆ､淋… ｢轍

難憾轡調一
蕪､

騨 轡

:臨ゼ鳴細

1:瑠･曜､輸.謹職㍗

亭

､

窯･

r

夢､

漉

ゆ

壽

肖

ン.

触

。瞭

"鵜瑛

懸欝i

華

陛

･醸

欝
識･麟
◎

[醜

膿
麟
墾

濁

･､撃

葦

マ

き
ぜ

繊

黛
･竪

丁

饗

丁

い

･

{
.

照

曳
､
囚

サ

も

き

や

。践

。
ド

､

緊

趣

鞭･,h,

睡冠∴葱･蜘"

轟一鰹㍉

蝉難｢･?騨

∴∴麟

謹

,澗､[き

(9乙:L耳ln尋)

｢⊆牢且皐(汐留母

=?⑦(車⊆繁⑦ユ》!.巨

⑦1跡`=P¥最⑦ユ〉!ゑ

⑦購`;P畢叢`=P笥

⑦簾`:?男α婆=】鉢

コ`Oii襲畢YユG2

4く4コ財(才η(才`コ】

⊆}4畔⑦鉢(4鉢(孝｣

`4ηq量4翠3隅

(融(oρン

巧)▽斉∠)○∠



*両 親へ:子 供が福音の原則にかなった選択をした時に,子 供をほ

めてあげることは大切なことです。子供たちが賢明な選択をした

ら,よ くほめてあげなければなりません。
簡

o
/

.〆一/

､

＼_.

＼
4除 ノ

_..♂/

あ き ら くん の え らんだ もの/
/

サ ラL.ジ ョ ン ソ ン/

き らくんのおばあさんは,い いま した。｢さ あ,あ な

あ
たが え らぶ のよ。 お もち ゃの ひ こうきと,ガ ムが

あるで しょ。 あなたは どち らをえ らぶの。｣.

あ き らくんは ガムをみ.て,そ れか ら お もちゃの ひ こ

うきを みま した。 あ きら くんは,り ょうほ う ほ しか った

のです けれ ど,一 つだけ しか え らべない ことを しってい

ま した。

あ きらくんは,ガ ムが ほ しくな りま した。｢ガ ムがい いや。

おか しみたい にあまい し,か んでい ると ゴムのよ うにのび

るで しょ。それに ながい こと もつ しね 。｣とお もい ま した。

あ き らくん は お もちゃのひ こうき も ほ しく な り ま し

た。 なか よ しのみつ る くん も,お もち ゃのひ こうきを もっ

ていま した。 あき らくんは .ひ こうきを とばす こと揮 で き

ま した。｢も し,ひ こうきを え らんだ ら,み つ るくんの う

ちへ もってい って,2つ のひ こうきで い っし ょに あそべ

るなあ。｣とかんがえま した。

あ きら くんは,ガ ムのほ うをみて,そ れか ら ひ こ うきを

みま した。ガ ムを 手 にもって,な んど も ひっ くりか え し

てみてい ま した。 はなのと ζろへ ちか づけて,に おいを

か ぎま した。 それか らつ ぎに,お もちゃのひ こうきを とり

ま した。

｢と ば したかった ら,と ば して もいいの よ。｣と,お ば あ

さんがいいま した。

あ きうくんは ひ こうきを もって そ とにい くと,そ らに

むか って まっす ぐに とば しま した。 ひこ うきは,ブ ーン

とい うおとを たてて そ らを とん でいきま した。 あき らく

んは,ひ こ うきが す きで した。

いえにかえる と おばあさんに き きま した。｢ガ ムは,

な んまい'は い ってい るの｣

｢5ま い よ
。｣お ばあ さんは,そ う.こ たえま した。

へやのなか には,い もうととおかあ さん,お と うさん,そ

れ におばあ さんが い ま した。 あき らくんは,い っ しょうけ

んめい に かんが えま した。

そ して,あ きら くん は きめま した。 ガムのほ うをとると,

14子 供 のページ.

そ とがわの つつみがみを とって･1ま い をい もう

とに あげ ました。 それか ら,お か あさん,お とう

さん,お ばあ さん に1ま いずつ あげま した。

さい この1ま いを とる と,か みを とり,じ ぶんの

口に いれ ま した。 あき らくんは,お ばあ さん に

あ りが と うといって,に っこり わ らい ました。

｢お い しいな
。 みんな ガ ムがす きで しょ。｣と,

あ きらくんはいいま した。

忍･･…･･

怠/ρ 写'o
ノ
ノ

ノ

凋緊.

'

ノ町L
.

鍔



9王添一レ⑦鴇壬

｢。享ユ｢ソ9留マ4勲彊別G勲(∂EdOε4∩<¢皐2`ユ

1㌧.』τ つ;筆q留qつ9粧=～(ン喜(ヨ
く¢'し郎柔勲〉謝`(争ユ〉溜4甲(華ユ

6霊`母⊇.。享皐q留ぞ評皐レ～≧.99妾o､憾⊥ユ(ン晋母〉

澱`臼逸q2りg躰¢γミヒ誘零｣。4∩皐γ鋳週〆ソ〉聖薫

｢。e匹量ぞ甑物4q9･3等。挫肱皐｣

。4つ皐q息9⊇別･γ黒器辞`?9署暴h嬰4･y>窺薫

。2μ1畢つ嬰逸｢ソをつγソ忌9=～鉢9(4儲妾｢04∩皐q皐

つユつ母=～つqつ(伊誰勲⊇1彰目別〉誤1四.專9ぞ鐸γqq｣

。4つ皐署量半四〉窮薫4つつ｢蝦?99導⊇功7φ耳亘田

｢。q(字(∂4忍!尊母弘(り

母q塗⊇{<4諏鯨oq評γ4つ93`窮薫｣。4つ皐曳う具弘ダ

マ⊃魍妾母ツ〉聖薫宰四專吝霧`=～無享轟璽2604∩皐q

留=～99評(りq置轟q～翠､〉て¢つ･2§¢ツ〉霧薫`罫四皐溢畔

。4つユ=～つ4q(ン曇妾9(敦4享く彰皐2母蒸
.6<7⑦妾勲

しIg(争`=～.つ認つ聖ギ養くh4彰目勲GIo4つユ脅く¢4

σ詳o<弊¢搭§422⑦Gz。4∩ユ｢ソ丹皐.Q～家勲立勲評(ヨ蝉

4》･導母マー64∠レ∠マ､(ンε母葦孫aq孫宰`罫腱妾。4

つ立ツ暑皐η9>/尊4γ製20畢～家製食/〉窮葦`翻⑦専6

Q4

∩峯∩需q留畢2つ4つ車鴎ぞ受逸⊇1翁4耳9.マ吸η皐酷

蝉皐ミと×丁レ`⊇庸身勲蚕母亭∠壬訴きr`罫γγ〉辮亜o享弘

Yq逸qQ4q(ン漁妾9Q評'y4で澱ユつ螺罫γy早凶鉢。4q

皐翌鼻母そつ(り･y皐凶畔4η〉曇田00ε(∂9騨〉身⊇1ρ斑

。4∩皐o諏〉溜(ヨ逸勲健勲諏(巽=～》=～評畢6妾9Ω

回(争巧目`準γソ〉窮亜卑ユ04つ皐つQ認晒団=～慈(ン妾9&

=～つ⑦｢γ〉¥戻。4∩皐つ用q留母=～=～評γ〉⊃D3つ母ツ

〉¥聴鰹仔目`鋼潔つ曇ギ.6〈髪ユo妾～碧畢評一3ぎ4ツ〉¥

廉⑦担翼`睾γソ〉窮薫。4∩ユ､楼16qユ曇当､ゲ1(学浜q虹(李

ユ2`ユ⑦4qユ(ンて解σ=～q耳〉笛銘=～つ享皐評母羽等×y

。4∩ユツ丹皐qユ(ンi講評皐勲輩口里q⑦｢ソ〉秘亜`つく4∩

。4q皐q留罫γγ〉窮亜マ｢o評｢ソ享ユq耳惣(4旦

ユη車{>9つぞ(∂!yミミQ⑫畢鉢`Q4ηミ歌辞(ヨて4×y`〉

ア重1(李立。46評9つ?管皐く字G立つφ9(争`η(きηφ｣

。4つ皐o酵

享⊇貰つσqぞツむ臼Q(4⑪`ユG罫lq皇ぞ4G鷲睾1･γ〉靱

薫`鰹4∩ユ9アq逸qユQ劉母毒暴(oツ〉耕亜別圭聾踵l

L｢』。4つ皐G星

熊.
享四〉窮薫ぞ｢。4∩皐儲Y田09フ1中(り嚇罫D謝`γqq｣1

。嬰n皐

q量=～q逸(ヨ･逸勲穿勲黎勲蟹1Q.馨母盈(∂つ〈4=～｢ソ溜`専4∩

皐q皐∩ユ6〈4(ン》勲鋤Q4∩皐Q逸〉樂勲螺(∂｢ソ〉窮亜

｢。マq諏ユ律Y･解つ田oε⊇ゆ逸Y=宴

4窪`壱9謝｣04つ皐q昇ユ(巽そρz団母!y>窮薫判圭遜璽

ユつ…ン。4つ畢qユ省母望4鴻士ユ勲(ン母導判圭塾藤⑦∠きr

o4つ峯qユq辞母回卑(り珊`必牌貰畢盟(∂圭簗晒1(o捺/

⊇19甲q漁健臼[彰畢9⑦彰目勲/γ〉窮亜Q4∩皐律Y母田0ε

ユ∩由Pl旦(∂興母｢ソ壱望Qく4⑪製〆γ〉甥亜`=～曾垂⊇1∠きピ

。4つユ｢ソ丹皐Q～聖〉つq

畔勲マー丘4芸レ∠2翔4qユ(ン留`弘(04qユン髪;Q<¢勲

=～つ9轟享Q更鯉Y=つIQ誰&屡⑦圭辱聾⑦×〔}/立EI｣oε04

つ恥》尊:鉱Y･一ユ(ン菖母マー64∠レー∠罫γソ>i輿亜弘つ妾

04q皐7鼻9妾

準四〉窮三葦｢。99謎q逸(字G露蚤(争穿認`(車ユ(ン嚢霧Y=

⑦Q･4⑪ぞ〉塗ゆ田0ε`匂･4鼻つ卑ユキユ『δ蟄¢浦壬⑦･γ專

>4別⊇接y。9鯨剃曇団0ε(bQ〈4⑰o身～愁¢閉晃qq｣

･σっ鋤踊ユG壱92っ甑牌､鰐畔･勉･耳轡

つ皐Q諏>4》導蝉マー丘4∠と∠(}ユぞ`剥ツ〉蜘薫。4

つ皐悪(ンつ旧⑦ツ〉撫亜§4劉牽(∂マー64∠レ去`夏〔Q轡

04∩皐qユ

6彰母等鐸⊇IQq評蝉γ〉秘薫`立(P逸=丁…毎(ンZQマツ壱望

Q〈¢⑰。4∩立⑦γ〉靭亜準旧0ε(∂=～～聖`暑∠y(P〆ソ壱望Q

<4@製田0ε04つ垂団09判夢鉢40籔⊇1謁曹。4つ季Q華⊇1

励Q謹i>q叢週Y=`∩4》事母(ンε母。4孫よ{q孤Ψ¥γソ〉

窮亜。4つ峯ρ斑〉つ叢(争ユそ警ぞY=。γ丹皐Q轟勲律勲

耳9暫つ1獲罫Dl翻9。4つ弘田0ε戻咽Y一一勲割×y。4!1皐

米ユG臼(幸&q49つ辞G誰田00εつ剛〈∂留∠y(李2Y=

。享立(P4q⊇D妾(李'ソ壱

要Q(4⑰⑦覇=～ツ〉窮薫(∂騨OI。4つ皐qユγ藻ユG華⊇13

溜劉‡顯回壱野｢/`Q4｢首母ま`う`劉壱劉`罫厚4

鴻壬(∂q吾畔霧04qユ?つ(∂日4(ン旦〉聴團斑勲騨

く辛=》'π4rT4ロ

ρ

Q身身Qつく4追勲21音目､



あ な

こ ち ら?

た まζ ど っ

それ とも

ち 2

こ ち ら?

･璽.

蹴

.轡､

触
●

讐

國

｢こ れ ,た べ た くな いわ 。 す き じ ゃな い もの 。｣.

C
隊
ρ

｢ぼ くのさんりんしゃにのせてあげないよ。｣

｢ね え,そ のボールかえして/ほ くめだよ。』

16子 供のページ

､絶 》､

｢す き じ ゃな い け れ ど,た べ る わ 。｣

｢じ ゅん ば ん に の ろ うね 。｣

)),

｢き みはこのおにんぎ ょうさん。ほ くはボールだよ。｣
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耳口 書の中に,バ ルテマイという盲 目のヨミ

こじきの話がのっています。彼はエ

リコの近 くの道端に座って通 りがか りの人

に:食物や施 しを請 うていました。ある日の

こと,救 い主が弟子と大ぜいの群衆を伴っ

てエリコにやって来ました。ナザ レのイエ

スが近くにやって来ることを聞いたバルテ

マイは,大 声で叫びました。｢ダ ビデの子

イエスよ,わ たしをあわれんで下さい。｣

主はその声を聞いて,人 々に彼を呼ぶよ

うに命じられました。バルテマイが近づい

て来たとき,主 は｢わ たしに何をしてほし

いのか｣と 尋ねられました。バルテマイは

これまで多くの通 りがかりの人に食物や施

し物を請うていました。 しかし主に対して

はこのように答えたのでした。｢先 生,見

えるようになることです。｣

｢そ こでイエスは言われた,｢行 け,あ

なたの信仰があなたを救 った』すると彼は,

たちまち見えるようになり,イ エスに従っ

て行 った。｣(マ ルコ10:46～52)

現代 の私たちの社会にも,こ の盲目のこ
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覚剤

ジ ョ ンH.バ ンデ ンバ ー グ

じきと同じように,街 路に座って施しを請

うている人々がいます。 しかし彼 らの求め

ているのは食物や物ではありません。人生

の意義 と目的 とを請い求めているのです。

そのような人々の中には,自 分の生活を

通 して人生に幻滅を感 じて しまっている若

い人々がいます。彼 らのある者は現実から

逃避するために,彼 らの言葉で言 うならば

｢よ り深い入生の意義を知るために｣種 々

の薬剤や幻覚剤へと走って しまっているの

です。幻覚剤の濫用は著 しく増加 していま

す。恐らく皆さん方の中にもこれまで何 ら

かの幻覚剤を使ったことのある人,あ るい

はこれから使うようになる人がいるかもし

れません。皆さんには自由意志があります。

幻覚剤を使 うべ きか否かを決めなくてはな

らなくなった時,自 由意志を正しく行使す

ることは賢明なことです。皆さんが正しい

決断を下すことができるよう,は っきりし

ている事柄を二,三指摘 したいと思います 。

はじめに,｢悪 しきを企つる人々の心中

に現在存 し,ま た将来在 らんとする悪 と企

図｣(教 義と聖約89:4)を ご存知であっ

た主は,私 たちに次のような忠告を与えて

おられます。｢あ なたがたは神の宮であ一《

て,神 の御霊が自分のうちに宿っているこ

とを知 らないのか。 もし人が,神 の宮を破

壊するなら,神 はその人を滅ぼ す で あ ろ

う。なぜなら,神 の宮は聖なる も の で あ

り,そ して,あ なたがたはその宮なのだか

らである。｣(1コ リント3:{6～17)

次 に主はこのように言われています。

｢お よそ,多 く与えらるる者は多く求めら

れ……｣(教 義と聖約8213)立 派な家庭

で育 ち,多 くの教育を受ける機 会 に恵 ま

れ,さ らに主のみ心と主が自分たちに何を

望んでおられるかを知っている末日聖徒の

若者として,皆 さんは指導者になるという

大きなチャレンジを受けているのです。確

かに主は,皆 さんが世の中にあって正 しい

決断を下すように,ま た指導者 としての役

目を引き受けるようにと望んで お られ ま

す。

最後に,ユ タ州麻薬取締委員会理事長ブ

ルースH.ウ ー リィー氏の意見を紹介 し
■

ましょう。

｢も しあなたが若い末日聖徒であるなら

幻覚剤に関する問題や,そ の濫用が許さ才轡 天

ているという事実を無視することはできま

せん。私たちは幻覚剤に慣れて しまった社

会に住んでいるのです。

私は各国から集まった若い幻覚剤を常用

している人々と話をしてみて,彼 らのほと

んどが｢私 は誰なのか｣｢何 のためにこの

世にいるのか｣と いう非常に重要な疑問を

抱いていて,そ れに対するはっきりした解

答を求めているということがわ か りま し

た。多 くの若者は,幻 覚 剤(特 にLSD

*1,マ リファナ,ス ピー ド*2など)を 用い

ることによって,そ の解答が得 られるだろ

うと考えているのです。

皆 さんは若い末日聖徒として,友 人が幻

覚剤を使うか使うまいか迷っている時に助

けを求められるかもしれません。そのよう

な時,皆 さんは彼 ら1こ理性ある決断をさせ

ることができるように,幻 覚剤の真の姿を

知っていなくてはなりません。

LSDや マ リファナなどの幻覚剤は,ど

んなにそう明で誠実な人々をも白痴同然の

状態に追いやるのです。また危険で不可思

議な迷想へと陥し入れます･幻 蜘 を常殊 ,
している人々は,幻 覚剤 というものが少､

も人間のためにならないものだということ

に気づいていないようなのです。幻覚剤を
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*愛 と平安と福音と理解によって

家族をひとつにしたいと願 う母

たちへ

日曜 日 こ そ,そ の 日 で す

エ ス ナR.リ ー ド

供が生まれて以来ずっと,私 た子

ち夫婦は日曜 日毎に,｢家 族の

みんなで安息 日を聖 くす るためには,

何をしたらよいのだろう｣と いう疑問

について考えてきました。私たちにと

っては,子 供たちが天父を愛 し,そ の

いましめを守るようになることが一番

大切な問題で した。家族はみんな安息
1
日を聖 くしたいと思っています し,行

ないに気をつけて,私 たちのすること

が主に受け入れ られるものであるよう

にと願っています。

日曜日で最 も大切なのは,神 権会,

日曜学校,聖 餐会,そ の他教会の集会

に出ることです。それらの集会に出席

す る時間が日曜 日のほとんどを占めま

すが,私 たちはそのほかに,家 族の特

別な活動の時間をとっています。その

日曜日の活動で｢し て良いこと｣｢し

て悪いこと｣は 予言者か ら教えられて

い:ますが,私 たちはそのなかに次のよ

うな基準を設けて,良 い活動と良 くな

い活動を判断 しています。

ω それによって福音の知識が増す

かどうか

② 家族をひとつに結ぶ活動かどう

か

ユ34

沸

触
謎

《

(3)家 庭 に愛 と平安 を もた らす か ど

うか

(4)日 曜 日に しかで きない活動 か ど

うか

i

私たちは日曜 日を,祖 父母を招待 し

たり,訪 問 したりす る日に して い ま

す。四人の祖父母はみな愛にあふれた

霊的な人たちです。私たちは若い頃の

経験談や先祖の話を聞いて,と て も楽

しい時間を過 ごせるのです。熱心に神

や隣人に奉仕 した先祖たちの話を聞け

るのは,な んと大きな祝福で しょう。

私たちはその話を聞いて,自 分 も立派

に生 きたいと思います。

また私たちは,昔 ふたりが宣教師で

あった時の伝道方法を,子 供たちにあ

てはめて行なってきました。証を求め

てモルモン経や福音の原則を勉強 し,

祈 りが答えられた時の,あ の改宗者の

喜びを子供たちにも味わわせたいと思

ったのです。 日曜 日には,教 会の書籍 《'

を テキス トに福音 の レ ッス ン を し た

り,教 会 でのお話 の準 備 もします。

しか し現在,安 息 日の活動 もい くつ

か は何年 か前 と違 ってい ます。長女 は

高校二年生 にな り,一 番下の ひと り息

子 は小学六 年生 にな りま した。 けれ ど

も,私 た ちの家 にある安息 日 の 精 神

は,活 動が変わ って も同 じです。

日曜 日には,み ん なで 自分 のス クラ

ップブ ックや 日記をつ けるこ とに して

います。特 別 な出来事や 自分 の歴史が

載 ってい るス クラ ップブ ックが,ひ と

り三冊 以上 にな りま した。

私 た ち家族 は,週 に一度,こ の 日に

みんなで合唱 を します。祖父母 たちが

誕生 日,夕 食会,感 謝祭,ク リ ス マ

ス,家 庭 の夕べ などで私 たち家族 の発

表を プ ログラムに組 んで くれ るのでや 趣

りがいが あ ります。 そのために,脚 本

を書い た り,楽 器 を弾 いた り,劇 や コ



9磯

∴1∵弘.∴:.くい.

､(ム乏;:工1≡!呈耳｣ll写)･

914健皐慕陽畢Y⊇厚4･4⑦巧』目罫蹴

)

,裂古翻日i削士

'}
.ト竃{

､.ち門,.う

(9:セ1婁＼!E)､0丸り醇

寒弘別=～つ〉身⊇η(李》⑦ざ`勲立q導臼甲⊇n4α

今皐η評。.%聖弘導6Q～翠弘品草`o～碧ユ聴準n4⑫

円竈⑦i霧蔽目9

尋古翻日Y¥

鋼『

ゐ

･･llII-. r._.､`チ､
｢一｢■

1-1･｣蟹巳｣L

5＼卜｣で

､唇u

L｣㌃卜rでn 6【●.閣｢｣A｢｣口u置τLI♂【"
1醒9■7一.1φ1θT1.､川也,.
1｢1､■rJI一,■｢-【｣｢

)H､一ノ})i｢'ウr6ξ 炉

｢､

{

ξ
ノ

7

rへ
､

即難尉倒瀟i⑦録1竈

Q
.巨皐qユつ羅聾9く¢q週

喚4嘘`聖日(P⊇留皐弘⊇剛壁母つつ1

9ア?逸ぞ暴曾鶴⊇晒王マ6母`q溜

&2つ⑦凶主。4ユ日9～柔喫潔母く〕｢圏

2享軽つ{q互鐸`》q藁⊇ぱ∩σq蝉

潮:獲勲日翻目`ユ6『)コ朔:獲曾4粒

。享皐!12盛ユつ母聲画`Q4

禦羽亀弱`04q曇暴豊`母畢=～マつ

鉢学哩。γ暑皐∩Q4(ン身⊇1)喫平壱汐

く､ヨ孤Eぐ壱葬癌壱国遡判⊇旧麹日

。享皐

》/藪母狸(∂3逸置草評ツ煮壱》量(汐ざ

差罫厚4腫`弘中⑦q～翠つ嬰⑦つ。享

畢つ達髪⊇牌/ソ》`聖3逸そつ4つ

⊇1(家4管勲蚕母ぐ外で曇牙`率認｢ソ饗

`=～つ4勲蚕&屓;寸44∠`→一譜･4

φ〈Eぐ4･4〔(P旦:＼｢/`ユG逸⊇1朔弊

⊇凝剴ll鰹逸ツセ罫厘螺鴻壬。享皐丸り皐

つ}暑皐享母国劉⊇厚9⑦箪興製宴4

鴻去`9(¢享ユ。.再皐｣序皐(敦く4つ4⊇1

浦壬`て¢q逸q罫じη箪畢劉魁φヨ皇

⑦等礪i逸く4爵皐削臨`⊇　日⑦つ判¥;

。
.昼皐辞臼Q劉2坤⑦囎嬰`蝉

藁⑦>q互鉢〔ぎく〕｢圏9.臼曝つ1等羽:`毒

鍵⑦Y⑦妾`=～つ身q塑ユ星拝7(り日

魁。享三L(P.屋輩母3卑堕箪9量=～46

く年量`重氷用4(ン(4∩健9`§4Q=～つ

Q=～つ翻(り妾Q享皐q～蓼り農葬塵1捉⑦

團Iqつ蛛壱=～フ4∩⊇1鼎團!一ユ6皐詣

⊇図r'一壬(り塑ξヌ`謡一⊇1籔判朔薯

。
.巨弘

日9.巨[礫聡㍗ユ昆氷(P婁坐製日⑦つ

o真皐Q羽母器

∠ζ耳`嵜専欝`∠ロ44ピ訴一壬(り:丁

曹罪P旧蟄旧`摯ユσ～聖立輩写逸声鴫

QT(争(ンqつ1(訳4q多Ψ噂罫(∂等罐

04つ皐Q立γ警皐)釦つ1

訴一壬母宰[晒⑦象YQc･･》～聖曾刷首⊇1

拳獲`ユ6て4て字鼎舶=鰹壬(P賜十`箪

⑦日翻日(∂冨1%。ツ吾皐Q～翠判立⑦_

う(o勲評鴻壬溜皐･｢/勲鉦YO(ン壱～聖

。享皐つ昆遡ユ導ツ》母∠ζ一



蔭

三

蔦
亨

郷磯
㍉

.

霧

灘饗

靱

塾

澄施勲

敷

門

レ

瞬

職1

わた しの息子を

㌦1､恵

vp蔑 ､

々の子供は,自 分と神 との間には自分と両親との関係我

とそう違わないつながりがあること,す なわち自分が

神の子供であることを知 っている。また,両 親 も天父の子供

であり,完 全に進むためには多 くのことを学び,多 くのこと

をなし遂げな くてはな らないことを も知っている。 これが神

の子供たちすべての目標である。我々の子供は,両 親は時に

誤りをおかすが,子 供を神に近 く育てたいと願っていること

を知っている。また実のところ,自 分でできることは両親 に

手伝って もらいたくないと思っている。

子供は自分の望みや欲求をおさえ,そ れを現文化で受け入

れられるように高めることを学び,年 をとるにつれて自分の

個性を深 く認識す るようになった。そして両親の助言 よりも

仲間の言 うことに心を傾けるようになってい くのである。家

庭外で楽 しむ ことが多 くなり,そ れによって少 しずつ家庭か

ら遠 ざかり,両 親の管理下を離れてい く。大切な決定を両親

だけに頼 ってきた子供は,い まや,特 定の人の助言だけを頼

りとしない。

さまざまな人間関係に大きな関心をいだき始めて,魅 力や

入気のある少女たちに注目し,自 分 も彼女たちに好かれたい

と思 う。時には,教 師の言 うことよりも,彼 女たちの気をひ

くことの方が もっと重要にさえなる。天の御父に信 仰 を 持

ち,家 族を信頼 していても,我 々が彼 らのためにしてやる決

定にいつも満足 しているわけではない。前には当然だと考え

ていた目標 さえ,も う一度根本か ら考えなおさずにはい られ

ないのである。

彼は家庭の外に問題解決を試みる。あなた方教師は,ジ レ

ンマに悩む子供に大きな助けをさしのべることのできる人た

ちであるα､'｢｢どのようにしたら確信が持てるのだろう｣｢ジ

ョセブ･ス ミスは本当に御父 と御子に会ったの だ ろ うか｣

1$fj

E.LV.リ チ ャー ドソ ン

神学講座教育 課程 編成部長

淵 悔･
､

｢私が伝道に行 くのは必要なことなのだろうか。ただ家族や

監督に期待されているか らなのではないか｣｢い わゆる新 し

いモラルは,実 は古いモラルと同じものだと言われたが,ど

うなのだろう｣｢知 恵の言葉を守るのはそんなに大切なこと

なのだろうか｣｢什 分の一や捧げ ものは,親 や教会が考えて

いるほど大事なことなのだろうか｣｢な ぜ,ぼ くは世間の人

たちと違 ったことを しなくてはならないのだろう｣こ のよう

なさまざまな疑問がわいて くる。両親に話 さない疑問 も多い
魯.

ことであろう。

とはいえ,我 々が彼の疑問をすべて解決 してやれるわけで

はないし,そ うしようとも思わない。子供が我々を愛 し,尊

敬 していることを承知はしていても,我 々の返答はもはやそ

のままたやす く子供に受け入れ られはしないことがわかるの

である。彼 らは実に多種多様な手段を通 して思想,助 言,勧

告,指 示を受けとる。我々が彼 らを助けてや りたいと心から

願っていることには疑いをいだかないだろうが,子 供たちは

我々の努力の中に矛盾を見てとる。決定 というものは,ほ と

んど自分でしな くてはならない ものである。あなた方は教師

として,あ なたの信仰,清 さ,誠 実 さに疑いをいだかせるよ

うな言動を しないでいただきたい。

教師として仕事をどう行なうべきかについて,私 は非常に

関心があるが,こ こではそれについて語 らない。私は教師が

その能力 と知恵を発揮 して,子 供 にこのような影響を与えて

ほしいと考えている。子供が家庭外であなた方と接 し,新 た

な経験を得た時に,そ れが,御 父の王国の立派な会員 となる

資質を伸ばし,地 を従わせる責任を立派に果たせ る者 として
凋尊.

成長できるよ うに……。

教師として,あ なたは生徒を愛 しなさい。我々親が愛する

ようにではなく,心 か ら関心をよせ る,多 くの点で個性を持
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ない ことを教 えてい なが ら,聞 き手 は自分 の話 を聞いてさっ

そ く実行 す るだ ろうと自分勝手 に思い込む ことが ある。事実

あ りがちな ことではあ るが,自 分の経験 に関連づ けない まま

で終 った話 とい うものは,聞 き手 をひ きつ けず に,ほ とん ど

効果 のない ものになるのが普通 であ る。 び っ くりさせた り悲

しませ た りす るような話 は,ど うか生徒 の気持 をよ く考 えて

気をつ けて していただ きたい。福音 を教 えるとい うことは,

生 徒 各 自が新 しい経 験 と新 しい理解 の世界へ入 る扉 をあけ る

ことであ る。 しか し,そ の扉 を くぐるのは生徒 自身 であ る。

ほかのだれ も,も ち ろん教 師 さえ,生 徒 のために扉 を くぐっ

てやる ことはで きない。

どうか,よ く準備 を していただ きたい。 福音 に通 じる人 と

な りな さい。人生 に対す るあなたの熱 意を,生 徒 に伝 えなさ

い。 ただ熱意 を感 じるとい うのではな く,教 え られ た言葉か

ら,生 徒が さ らに深 い ものを得 られ るように。あな たが 自分

で学ん だ ものを教 えるこ とによ り,生 徒 が さらに研 究す るた

めの手がか りを た くさん得 られるよ うでな くてはな らない。

準備 してい ない時 には感動が ない。 クラスで教 えて も,そ の

状態は生徒全員 に伝染す るのであ る。

子供 は,も と もと好奇心が旺盛 で熱意 に燃 えてい るもので

ある。 クラスで,み ん なとい っ しょに経験 す る機 会を与 え ら

れ ない と,生 徒 は教 え られ た こと と関係 のない ことを 自分で

す ることで あろ う。子供 の創造性 や熱意が正 し く導 かれない

と,活 動は敬慶 さに欠 け,散 慢 にな り,つ ま らない もの とな

る。お おむね,人 は興味の度合 に応 じて勉強す る も の で あ

る。 ふつ う我 々は,強 い印象を受 けた ことを一番 よ く覚 えて

い る。得 た もの も使わな ければ,完 全 に自分 の ものにな った

とは言 えないのであ る。我 々は両親 と して,で きる限 りの こ

とを して教 師であ るあなた方 に協力 したい と思 って いるが,

我 々はあなたの レッス ンを準備 した り,熱 意や確信 をあなた

に与 えた りはで きない。

どうか,子 供 の活力を無駄 にせず,準 備をす る時 には,主

題に気を とられず,生 徒 の気持を よ く考 えて準備 し て ほ し

い。福音 は人 のためにあ るのであ って,教 条の ために存在 し

てい るのではない。救 い主 が,安 息 日は人 のためにあるので

あ って,人 が安息 日のためにあ るのではない と言われた こと

に,そ の ことが教 え られてい る。福 音の教義を真底信 じてい

るか らといって,そ れで子供 たちを二の次 に して よいわ けで
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はない。説いて教えることは,生 徒たちがその教えを経験す

る時にはじめて効果を持つのである。

福音に生きなさい。教師の生活に福音が生 きて い な け れ

ば,子 供 に生きた福音を教えられるであろうか。教え られた

ことはとて も実践できないといった気持を生徒 に与えてはな

らない。我々は家で福音の教えを実践 しようと努めてはいる

が,息 子が自分でする失敗のすべてを穴埋めできるものでは

ない。息子は新聞,テ レビ,映 画や人々の態度など,い ろい

ろな手段を通じてクリスチャンらしくない振舞いを見聞きし

ている。それらのことを,自 分とは違 う信仰の人たちが して

いることとして,い つもそっぽを向いていることはできない

であろう。子供は両親や教会指導者や,教 会に集 う人々を観

察す る。あなたの振舞いは見 られているのである。教えが教

師の生活や家族の生活に反映されていないならば,ど うして

教えが生徒の生活 にとって意味を持つであろうか。

救い主の教えを,そ れを教える人々の行 ないと区別 して考

えることは,な かなかできない'ものである。自分の過ごして
御､

いる時間を振 り返 ってみると,我 々は態度や外見に現われる

よりもずっと深い病弊を若い人に植えつけているのではない

だろうか。その危険は我々ひとりひとりの心に存在する。行

動の基礎である価値判断の標準,人 生に対する考 え 方 と態

度,確 信の強 さの程度,約 束や抱負など。自分の経験やほか

か らの影響がまじりあって形成 された我々の人生哲学から,

若い人々は何かを得 るのである。

最後に,あ なた自身の若かった時代や過去の経験を忘れな

いでいなさい。その年頃に自分はどう感 じ,ど う考え,ど う

行動 したかということを。生徒は,そ の年頃までの知恵や経

験 しか持 ちあわせていないのである。｢賢 人の頭を少年の首

にはのせ られない｣と いう格言は,子 供がわがままになまけ

ていてよいというのではなく,子 供を十代の子として扱いな

さいという意味である。我々はみな十代の時期を通り過 ぎて

きた。その経験を生か して,子 供や生徒を理解 しようではな

いか。

ぶ どう園での働 きに対 して,す ぐさま報いの返 って来ない

ことが多いかもしれない。 しか し,教 師であるあなたは,生
凋 辱､

徒の尊敬 と愛をかちえ,父 親や母親の深い感謝を受けている

のである。



6｣1

ユつ厘捏21峯罫1謡与`ユつQ4捻郵o

認皐～聖`3η勲9.喜壁撰ユツi票職(争G

q`qg¥∩立1髪q(争宴4Y9､α=～評

寅駄4阜9.←母ぞつ4q!躯擢(∂Y(〃<字

嬰1`畔q4∩厘1擢母噂星さ(P目瀬望4彰

目oツ吾皐Q～承製立勲9管q}惣皐旦

つ凋早‡管享厘擢母願星担q窒⑦Q4マ

Ψうη評`半漁4粒o享皐η俳峯週膨

劉⑦妾⊇1郵亙`劉璽`謡罷`嬰ミラ`喚

4(4巌○享立ぞ2G瑠曇韓ξ封･辱甥饗翠1

コ9騨91qユY9:～紅r覇⊇lq互銘暫辛

卑QT宴妾`銘ツ吾皐Q～聖q蕨⊇1=～つ

逸画¥(争[r鴇⑦省拓つ1(¢∩4。専皐q

ユ辞⑫呈9q～≧q判弘[劉耳1`ユq(ンフ1

裂三ζG習母厚興釧幻百梼。ツ吾畢勲㌧う

別ユ〉醇立劇9!γ禦吾翠諏〈〕｢圏⊇lq互

畔(李弘皐し㌧狸1画¥`ユq穿フ囑葦慰

。｢ソ吾皐Q逸勲ユ〉逸臼c抑厚

コ鷹劉⑦圭目‡21q互覇肇:～辛`(李21翻

9.巨マ9マつ母噂呈1(り〃陥⊇博婆1(o輕

製2訴皐}∩立04マo(4喜皐つ母回準1

当氷。<4享皐q}つ母回⊇1梼鷺糎雲醇

9マ(P妾4G皐つ).馨～聖ユ鰹(》`》つ

叢`ユつ省寡`蔓7勲4逸～箏`∩燦∩

。4∩皐q暴=～｢ツ專>4

×}･りr一こζ｣一辛

ρ甲畔4rTEζいf

〈鱒1(Pをρ……(華玄コ質(李乙4∫(李Q

ρ齪(争｢OglllO謬つ皐畢ユq母慮琢ユ

自(きQ壱.`φ<μ導孤昼ぐφ4ピ乙μζ

フドつ6Q睾瞬4挫｣`§鯛厚2～翠

o｢ソ吾皐Q溜勲

ユ〉導く4蛍母鉦(∂型･箪q∩壁評皐`母

弘惣妾つく4∩04q皐馨ユ∩⊇1瑠罰

母濁圏⑦04マ`準劇1箪(P務醇季忌皐

專醇9了(∂妾04q立望評箪曾}鼻⊇1

#母鴻壬`望評箪身珊`宴認箪∠く盈

喜(ヨ導》⑦暫¥週Q4Ψ`晶(P由普

o
'F

皐Q～家鮮壷卿曾抑～翠畢磁聖毎⑦劉･箪

･γ〕監項望4挫`21(圏4転吾黒i蜀髪コ1

9卑曇堕團(りQ4マoツ丹畢∩用》…膏

畔∩=～つ謬皐ユ｢酉立準辞妾`週用丸α量

つく¢つ。享弘(り卑曾嘉母劉影⊇1:草`準1

昼当⑦甲q留4(天甦&型･箪qつ脅工津

o享皐呼9皐つコ歯⑦〈]'ユつ=～甲

q溜逸重冨`ユq妾Q.喜皐畢qユγ峯

ユ§学壱`Q逸⊇四墨`週ユ畔皐事し誰

G=～G`罫{鉦⑦蟹並厚〉》撃障劉･呼(P

=～冒1射。.巨皐/ゆ皐耳巽4ぐく/1キ壬qつ

蜂曾(訳潔⊇旨ミ源湯圏⑦Q4マ臼く学劉,

箪`惣珊⊇1尉昇(P緊4藁o享皐q}つ

⊇冴=F曇象⑦劉･4溜季爵皐黒勲慰融

･.。<墜4つ

弘ひ馴(碑n母票融貰つσ･α`9《1

》つ巌Ψ;～=2咳.昏Q4∩嬰Q4q重

。<佛m弘(気洋ゆ4(ン身⊇14孫コ4

3翼皆o<44/1皐皐劉勲評惣2罫醜妾

尊揚4融`臼逸Q4(74q票ユq母喚菖

⊇ぱつ(ン㌧α04つ皐'し暑〉勲禦ユ麗壁⑦

蛋獲q∩訓･週巧六⑦=～禦`惣⑫彰縣朱

ぎ4鼎翻⑦Q～碧つ聖⑦幽¥ユ穿畢耳ラΨ滑

壬(P[酵瞥o(44つ皐勲聡母∠<圏弘峯

しq尊掲4講`9身4σ評宰痩蝉芸く箆

。9Tqユ4(ン身93罫鼠箪⑦つ`}

つ母轟畢皐厚44諏～翠}銘磨`}早

G`/
1

皐塁ユ9噂巨母逸誰皐(o劉箪ユつ母て学回

⊇ぱ∩6､腿博44逸～撃`⊇1翻圓=～マ

⊇管享藁乙鋼9享母嬰`潮〉身⊇1輩導

`錦管鍵畢購[劉重射φ累迎`鋼9～柔つ

嬰}q(ン⊇1マー壬⑦皐qG`翻曾省母

乙一諮∠`瞳螺廻鞠`軸(P駈覇`4

孫ご43`×く箆(幸マ惣妾`翻⑦喚菖

`鋼管享票礫`島舞1]輝購o蝉享ユ4
.《

Gく4∩蓑塁一鰹荊転qユ∩母回

苫`
勲Qψ7旦謬:阜～家`中[劉臨翻〒

=?コ1薯ρ望毎(D(李舞⊆老∩醤1玉¢4賜`〉耳ユ(o(車(…､γ?､う畔､自1込(≠彰目

認

ー
犠

臨
繋

.
い

＼

,
メ

講

灘

纒羅猷

審

h

良

･

量尊携舞劉室

⑫一巨薯i羨=1#

㌧､

媒

一

･

黛

脇
し

し

､

7

プ
メ評



ほ しい と思 う夫 もい るで しょう。 それ

も良い考 えですが,多 くの場合,そ の

よ うな人 たちは活 動の計画 を しないま

まに終 って しまいます。 あなたに率先

して計画す る能力 があったなら,`そ れ

を結婚 の場 に生かす責任 が あ る の で

す。経験 を共 に して友情が深 め られて

い く間 に,あ なたの伴侶 も.,率 先 して

活動す る力を得てい くことで しょう。

夫 と妻 はそれ らの経 験を同 じよ うに

受け とめてい るのではない とい うこと

を忘 れてはいけません。得 る ものは人

によ って違 います。妻 はふ た りです る

ことが さっぱ りお もしろそ う で は な

い,と こぼす人 た ちがいます。 しか し

その状態 をよ く見 てみれば,ふ た り共

楽 しんでいます。 自分 が考 えてい るよ

うなや り方 で楽 しまない か ら と い っ

て,相 手がつ ま らなそ うだ とこぼ して

いるにす ぎませ ん。レ .､∵
ノ
じ し 　

､未婦 の友情が大切 だ と述べ たあ とで

次}乙,'ふ た りの関係 を新鮮 に し,発 展

させ る方法 について考 えて み ま し ょ

う。一週 間ほ どの旅行 は心 の若返 る楽

しい活動です。結婚生 活 には,時 々 こ

のよ うな気持を新 たにす る刺激が必要

です。 しか し,新 鮮 な友情 を培 うため

には旅行 しな くてはな らな いとい うの

では あ りません。 興味 ある新 しい活動

を開拓 してい くこともで きるのです。

たとえば,ス ポー ツを した り,絵 を書

いた り,趣 味 や音楽 を楽 しんだ り,際

限あ りませ ん。私 たちは時間やお金 の

ない ことを盲 いわけにす る時があ ρ.ま

すが,た しか にそ うなので しょうが。

ばかげて いると見 られ るよ うな ことは

避 けたい とい った気持が少 しで もあ る

ので はないですか。 ローマの偉大 な著

述家 キケ ロは,70代 に なってか らギ リ

シャ語 を学 びま した。40才 を過 ぎた私

たちρ友人 は,ピ アノを習 い蛉 めま し

た。

生 き生 きした情熱を生み出す第二の

140

方法は,伴 侶 に質問す ることです。

｢で も
,質 問な らいつで も し て い ま

す｣と 答 え る人がい るで しょう。 た し

かにそ うです。質 問はすて きなことで

はあ りませ んか。｢きょうは どんな具合

?｣｢店 に行 って何を買い たいの｣｢あ

した車 が使 え るか しら｣｢ズ ボンの支

度 はす んで いるかな｣。 私 たちは,6才

の子 に話 しか け るよ うな楽 しい質 問 も

します。

ふだん と違 った質問 を して みてはい

かがですか。｢来 年一番 に したい こと

は何?｣｢き ょ う一番 お もしろか った

ことは何か しら｣｢君 に喜 んで もらえ

ることを したいんだ けれ ど,ど んな こ

とかな｣な ど。

この ような質 問か ら,生 き生 き した

会話 が始 ま ります。 夫の心を知 らない

で,彼 について もっと多 くの ことが わ

か るで しょうか。｢で もあな たが あげ

たよ うな質 問は した くない｣と おっ し

ゃる人 も当然 い るで しょう。 しか し,

こ のよ う､な質問 でな くて も よ い の で

す。 あなたたちにふ さわ しい質 問を考

え出 して下 さい。一 つの原則 に従 いさ

えすれ ばよいのです。 どんな質 問 も,

相 手 に考 えや感 じた ことを述 べ させ る

質問で ある こと。 そのよ うな質 問でな

ければ,お 互 いの理解 や進歩 に役立つ,

心 を開い た会話 は期待で きませ ん。夫

婦間の最 も意義 ある交流 は,お 互 いの

感情 を通わせ るとい うことです。

最後 に大切 なのは,結 婚生活を活気

づけ るために,何 かをす る時間を とる

ことです。 す ることは何千 と あ り ま

す。夫婦 が幾組 か集ま ってブ レー ン･

ス トー ミングを行 な った結 果,次 にあ

げるよ うな提案 が出ま した。 あな たに

そ ぐわない提案 もあ るで しょうが,ほ

とんどは何 かの役 に立 ちます。読 んで

みて下 さい。 ゆかいな提 案 で す。 で

も,､そ れ は結婚生活 を良 くす るのに大

切 なこ となのです。

あなたの結婚生活を楽しくする提案

夫 にで きる こと

。いつ も威張 って いな くてはな らな

い と考え ない こと。 ち ょっ と泣 い

て ご らん なさい。妻 は母親 のよ う

にあなたを慰 めて くれ るで しょう

。家 に花 があ って も,妻 に花 を買 っ

て来 ること

。仕事の客に対すると同 じように,

妻に礼儀正しくすること

。長年連れそってきた 妻 で あって

も,料 理の文句は言わないこと

。妻に助言を求め,時 々はそれに従

うこと

。や さ しさはあめ しさだ と考 えない

こと。それ は真実 の力 です

･特 別理由が な くと も,妻 にプ レゼ

ン トす ること

･自 分があげたい とい う も の で な

く,彼 女 がほ しそ うな ものを あげ

る こと

。｢こ のおか ず,昼 に食 べた よ｣と

い うよ うな ことは口に しない こと

。話の肝心な個所では,合 つちを忘

れないこと

･古 い ジ ョークを聞 きなれ た妻 のた

め に,新 しい ジ ョークを考 える こ

と

。｢き ょう一 日,何 を し て い た の

だ｣と 聞かない こと

《 丸

""'R

鳥
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北 国 に春 を告 げ る

《

北 海 道 地 方 部 大 会

い冬 も過 ぎて,長

文字通 りにすべ

て の物が新 しい息吹 き

を も って活動す る北国

の春が訪 れた。 この季

節 を象徴 す るかのよ う

に,去 る3月16口,北

海道,東 北地方 に新 ら

たに 日本東伝道部 が誕

生 した。新伝道部長 は

ユタ州 プロボのブ リガ

ム･ヤ ング大学で教鞭

を とって お られ た ラッ

セル･N･堀 内長老で

ある。学問 に志す諸兄

の多い これ らの地域 に

まことに適 しい 方 を

主 はお遣 し に な ら れ

た。堀 内部長 の高 い学

識 に も優 るその人徳 の

深 さ,柔 和,謙 遜 な態

度 は,主 が 言 わ れ た

｢ま さに研究 と信仰 と

によ りて学問を求むべ

し｣と い う言葉 の立派

なお手本で あ り,新 伝

道部 の兄弟,姉 妹 に多

くの示唆 と導 きを与え

ず にはおかないで あろ

う。 いまだ興奮 の覚 め

や らぬ4,月25,26日 堀

内部長鋤 下齢 語 ぜ
142 一 日本東伝道部のペーンー

望 と抱負に満ちた北海

道地方部大会が開かれ

た。無限の可能性とバ

イタリテ ィを持つこの

地で,兄 弟姉妹一丸と

なり,山 積す る仕事と

問題に取 り組み,偉 大

な主の御業が急進する

日を目前にす るにふさ

わ しい気醜に満ちた大

藩 会であ。た.北 の地の

聖徒たちが歓声を挙げ

てシオ ンに出で来る日 《

も遠 くはない。北国特

有 のねばり強い根性を

もって,主 の御国の建

設 に励む兄弟,姉 妹の

姿 に,各 地か ら声援を

送 って下さることを願

ってやまない。

写 真 説 明

(上段より)

① 謙遜な態度て語 りかける

堀内新伝道部長

② 新らたに長老の職に召さ

れた佐藤,宮 本,若 松の

各兄弟

③ 鮫島札幌支部長の話に聴

き入る兄弟,姉 妹^

④ 旭川支部による美しいコ

ーラス
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EXPO'70モ ル モ ン館,プ レス プ レビユ ー 開 か る

響 一霊 羅 轡

*高 さ4メ ー トルのクリスタス像(1階 中央)

齢

.･霧

臼

144

*天 使 モロナイの塔とモルモン館

.メ 臓

擁
惇

*初 期キリス ト教会の紹介(二 階第3の 間)

*渡 辺兄弟の説明に聞き入る記者団

購浮灘鱗 灘鱗耀饗傑 醐 鰐

鞍

*天 地創造の紹介(二 階第1の 間)
幽

去 る3月4日 万国博記者室の各新聞社代表記者,2百 数十名を

1招 待 して,モ ルモン館のプレスプレビューが盛大に開かれました。

日本中央伝道部のページ

､
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教育 その 目的は?

リチ ャ ー ドL.エ バ ン ズ

サ ミュェル･ジ 。ンソ ンの言葉 が あ る。｢知 識 の伴 わぬ高 潔 は弱 くてそ斐に立 たず､

高 潔 の伴 わぬ知識 は危 険 でお そろ しい｣。あたか も教育 それ 自体 が その まま目的 で あ

るかの よ うに言 われ るこ ともあ るが､し か し､我 々 は常 に探求 の心 をもって教育 の

目的 を自分 に問 わね ば な らぬ。 どの よ うな 目的 をもって教育 す るの か､こ れは だれ

もが考 え る問題 であ る。無 論､目 的 は知 識､技 術､能 力､理 解 を増 す こ とであ る。

しか し､そ れ に人格 と高潔 を加 えね ばな らぬ。 それ につ いて､考 えてみ よう。 か り

に悪 と欺 きとを助長 す る教 育 を人 にほ どこす とす る。知識 豊か な悪 は､知 識 に欠 け

た悪 よ りも受 け入 れ られやす いので は ある まいか。 た しかにそ うで ある。 はるか に

よこ しまで危険 であ る。 人格 の伴 わぬ才 能､人 格 の伴 わぬ力､人 格 の伴 わぬ武器､

さ らに人格 の伴 わぬ言葉 ……。 それにつ いて は以前 に語 った。 人格 に欠 け る もの は

すべ て危険 で ある。教 育 も同様 。教 育 は道徳 の代 りには な ちぬ。 安全 で健全 な社会

とす るため には､若 者 を教 え導 く際､入 格 や生活 の調 和 をも た らす ため に､道 徳､

倫 理､霊 的 なこ とをも加 えて教 えね ばなち ぬ。 ダー トマ ス海 軍兵学校 長 デ ィッキー

氏 は､｢教 育 の 目的 は､人 を能 力 と良心 の両 面 にお いて健全 にす るこ とで ある。 なぜ

か と言 えば､用 い方 を教 えず に能 力 を生 み出すの は､悪 い教育 だか らであ る。 さら

に､能 力 は良心 な しで はいずれ崩 れ去 る しか な いか らで ある｣2と 言 ったD我 々 はヘ

ン リー･ア ダム スの次 の言葉 を､も う一度考 えてみ よ う。｢教 師 の影 響 は永 遠 に及ぶ。

彼 は その影響 の とどまる ところ を知 らな い｣3。 道徳 と倫 理 が教育 に加 え られ ないな

らば､将 来 はお そろ しい もの とな る。｢知 識 の伴 わぬ高潔 は弱 くて投 に立 たず､高 潔

の伴 わ ぬ知 識 は危険 でおそ ろ しい｣。
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